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2017-2018年度  国際ロータリーのテーマ

ロータリー：
変化をもたらす

奉仕を通じて、
皆で行動しよう 2017-2018年度

和歌山東ロータリーのテーマ

❶ 真実かどうか　　❷ みんなに公平か　　❸ 好意と友情を深めるか　　❹ みんなのためになるかどうか
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　みなさまこんにちは。
　昨日から関東・近畿地方は梅雨に入りましたが、10日以降には小さな台風の影響が有りそう
です。
　６月５日に「ザ　ロータリー　ファウンデーション」よりロータリーと共に変化をもたらそう、
のメールがついておりました。内容はロータリーの組織・使命等を記したものでした。

１．こばと学園便り届いております。回覧します。
２．和歌山中ロータリークラブから例会場変更が届いております。回覧します。

会 長 報 告� 古屋　光英  会長

　ＩＤＭとはインフォーマル・ディ
スカッション・ミーティングの略で、
直訳するとインフォーマルとは公式
でないさま・形式ばらないさま・略式、
ディスカッションは討論・討議、ミー

ティングは 比較的少人数の集会・会合となります。
　今年度のＩＤＭは８月、11～12月、５月の３回実
施させていただきました。
　まず８月の議題は“各委員会の事業について（今期
の実施事業やアイデアなど）”でした。
　委員会別に４班にわけさせていただき、会員42名
中30名（出席率71.43％）のメンバーに出席してい
ただきました。
　全体的には各委員長より年間の予定を発表してい

ただき事業内容の確認等をしていただいたようです。
　その中でいくつか気になったものを申し上げます。
　まず１つは、ここ４，５年職業奉仕で工場見学を行っ
ていないということです。
　つぎに各委員会において委員長の負担が大きすぎ
るので委員会として全員がうまく役割分担できない
かということ。
　この２点については今後のクラブ運営の課題とし
て皆さんの頭の中に入れておいてほしいと思います。
　その他、ライラへの参加や事業に対するアイデア
の募集など活発にディスカッションされたようです。
　そして11～12月の議題は“会長の選考方法について”
でした。
　今回も４班にわけさせていただき、会員42名中31

クラブフォーラム 「2017-2018年度 I.D.M.年間報告」� ロータリー情報・規定委員会　上中　崇司  委員長

米山奨学生　王茹梦さんに６月分の奨学金をお渡ししました。

幹 事 報 告� 田原　久一  幹事
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ありがとうございました

上中　崇司さん	 本日、Ｉ．Ｄ．Ｍ．の年間報告させていただきます。よろしくお願いします。

飯沼　　武さん	 三毛さん「感謝と共に50年」大切にいたします。

藤村　孝義さん	 梅雨になりましたね。基本雨は苦手です。

古屋　光英さん	 Ｉ．Ｄ．Ｍ．年間報告です。一年間ごくろうでした。

田原　久一さん	 梅雨に入りました。ご自愛下さい。

三木　保典さん	 今年度残りわずか。皆様ご苦労様でした。

本日の累計　15,000円（計6名6件）　〔お誕生日お祝い　452,000円　　皆出席表彰　40,000円　その他　1,273,000円　累計　1,765,000円〕

にこにこ箱にこにこ箱

■クラブフォーラム「Ｉ．Ｄ．Ｍ．年間報告」

■ロータリーソング� 村田　昌之　会員
「君が代」「奉仕の理想」

■2017-2018年度最終例会

前回の例会� 6月7日（木）

次回の例会�6月21日（木）P.M.6:30 ～ 於ダイワロイネットホテル和歌山4F本日の例会� 6月14日（木）

■新現合同クラブ協議会

■皆出席表彰	 　  中山　恒夫さん　１年皆出席通算22年

■ピアノ演奏� 中井　利枝さん
喜びの涙（リチャード・クレイダーマン）
虹を探して（リチャード・クレイダーマン）

出席報告 会員数 41名（内出席規定適用免除会員10名）

三木　保典　Ｓ．Ａ．Ａ．
6月  7日（本　日） 25名/35名 71.4％
5月24日（メーキャップ後） 26名/35名 74.3％ 皆さん、出席してください。

名（出席率73.8％）のメンバーに出席していただき
ました。
　この議題については私自身が会長を経験した中で、
いろいろと不安に思ったこともありましたので議題
にさせていただきました。
いくつかの意見を述べさせていただきます。

・過去５代の会長が集まる会をつくり、次の会長
予定者について相談する機会を検討する。

・３代先の会長予定者まで決めるような仕組みを
作る。(エレクト、ノミニー、ノミニーデジネート)

・会長予定者の抱く不安を取り除くよう、幹事・
委員長を依頼する際のサポート体制を作る。

・会長をよりサポートしやすくする体制にするため、
細則を変更して副会長ポストを２名に増やす。

　など、たくさんの意見・検討事項を出していただ
きました。

　そして５月の議題は、“60周年記念事業について ”
でした。

・和歌山城再建60周年と周年の数が被るので、そ
こに寄付する。

・我々が生活している和歌山市を対象に考える。
・これまで支援を続けているこばと学園を対象にし、

共同作業のようなことをする。もしくは、例年
おこなっている「みかん狩り・ＢＢＱ」・「夏祭り」
などのイベントを豪華版にする。

・25，50，75，100周年に力を注ぎ60周年は大々的
にすべきではない。

　その他、式典にこばと学園の子供を招待して歌な
ど歌ってもらえればや、会報に各会員の60周年に関
するコメントを毎週載せるなど、たくさんの意見を
いただきました。
　以上報告を終わります。


